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常
磐
大
学
同
窓
会
が
今
年
で
設
立
二
〇

周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
二
〇
〇
七
年

六
月
十
六
日
に
記
念
講
演
会
が
水
戸
京
成

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
お
招
き
し
た
の
は
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の

安
藤
和
津
さ
ん
。『
明
日
を
素
敵
に
生
き

る
に
は
』
と
題
し
、
若
い
世
代
の
食
生
活

の
乱
れ
や
躾
、
介
護
問
題
と
幅
広
い
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
近
頃
増
え
て
き
て
い
る
キ
レ

や
す
い
子
ど
も
た
ち
の
話
題
か
ら
。
数
多

く
考
え
ら
れ
る
原
因
の
中
で
、
安
藤
さ
ん

は
食
生
活
の
乱
れ
が
一
番
影
響
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
い
ま
の
時
代
、
料
理
の
出
来
な
い
お

母
さ
ん
が
い
て
も
別
に
珍
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

が
広
く
普
及
し
た
か
ら
で
す
。
簡
単
で
お

い
し
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
た
く
さ
ん

あ
る
な
ら
、
お
母
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
料
理

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」

　

便
利
で
安
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
。
し

か
し
、
食
べ
過
ぎ
る
と
栄
養
の
片
寄
っ
た

食
事
に
な
り
が
ち
で
す
。
キ
レ
や
す
い
子

ど
も
た
ち
の
食
事
は
、
こ
の
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
が
多
い
と
言
い
ま
す
。
糖
質
と
脂

質
の
多
い
食
事
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
大
量

に
分
泌
す
る
原
因
の
一
つ
で
す
。
こ
の
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
と
興
奮
状
態

に
な
り
、結
果
キ
レ
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　
「
母
親
自
身
が
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を

良
し
と
考
え
て
い
る
な
ら
〝
お
袋
の
味
〞

な
ん
て
言
葉
は
い
ず
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
将
来
、
炊
飯
器
で
ご
飯

の
炊
け
る
匂
い
も
知
ら
な
い
キ
レ
や
す
い

大
人
ば
か
り
に
な
り
、
手
作
り
の
料
理
な

ん
て
も
の
は
日
本
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
ね
」

　

安
藤
さ
ん
が
食
事
に
と
て
も
強
い
こ
だ

わ
り
を
持
つ
の
に
は
、
も
ち
ろ
ん
理
由
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
脳
腫
瘍
で
昨
年
亡

く
な
っ
た
お
母
さ
ま
の
介
護
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
気
付
い
た
と
き
、
母
は
す
で
に
我
慢

の
出
来
な
い
人
に
な
っ
て
い
て
、
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
つ
も
物

に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
物
を
壊

し
、
私
が
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
作
っ
た

お
弁
当
は
ゴ
ミ
箱
に

捨
て
ら
れ
て
い
た
り
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
分
ら
ず
、

私
は
母
を
恨
ん
で
い

ま
し
た
」

　

上
手
だ
っ
た
お
母

さ
ま
の
料
理
も
、
味

付
け
が
次
第
に
お
か

し
く
な
り
、
お
鍋
の

空
焚
き
な
ど
日
常
茶

飯
事
。
さ
す
が
に
心

配
に
な
っ
た
の
で
、

脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
っ

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
程
も

あ
る
脳
腫
瘍
が
発
見

さ
れ
た
の
で
す
。

　
「
母
は
脳
腫
瘍
の
せ
い
で
我
慢
が
出
来

な
く
な
っ
て
い
た
と
分
か
っ
た
と
き
、
優

し
く
て
大
好
き
だ
っ
た
母
を
一
時
で
も
恨

ん
で
い
た
こ
と
を
後
悔
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
、
母
の
好
き
だ
っ
た
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
は
処
分
し
、
梅
干
し
も
つ
く
だ
煮

も
全
て
手
作
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
食
生
活
を
変
え
て
か
ら
一
カ
月
程

た
っ
た
こ
ろ
、
母
は
物
に
当
た
ら
な
く
な

り
穏
や
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
」

　

食
事
に
は
人
の
感
情
を
こ
ん
な
に
も
安

定
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
の
か
と
気
付
い

た
と
き
、
便
利
で
安
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
食
事
の
支
度
と
仕
事
の
両
立
は
と
て

も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
手

を
抜
く
わ
け
に
は
い
か
ず
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
の
で
す
。

母
は
高
血
圧
だ
っ
た
の
で
、
塩
分
を
控
え

た
食
事
に
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
を
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
に
は
そ
れ
を

無
視
し
て
塩
分
の
多
い
食
事
を
用
意
す
る

方
も
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
中
に
は
親
切

な
方
も
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
素
敵
な
方

に
当
た
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

い
ま
の
介
護
は
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に
な

り
過
ぎ
て
、
心
の
通
っ
た
ケ
ア
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
安
藤
さ
ん
は
食
生
活
の

他
に
、
現
在
の
介
護
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方

に
も
大
き
な
疑

問
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
「
ヘ
ル
パ
ー
の

資
格
試
験
が
簡

単
に
な
り
過
ぎ

て
い
る
と
思
い

ま
す
。ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
は
、
自

分
の
仕
事
に
誇

り
を
持
っ
て
い

る
方
と
そ
う
で

な
い
方
が
い
て
、

そ
の
中
で
志
を
高
く
持
っ
て
働
い
て
い
る

方
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」

　

国
と
い
う
規
模
で
介
護
に
つ
い
て
見
直

さ
な
け
れ
ば
、
こ
の
高
齢
化
社
会
を
乗
り

切
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
生
は
楽
し
い
こ
と
辛
い
こ
と
の
両
方

に
直
面
し
ま
す
。
安
藤
さ
ん
は
「
辛
い
こ

と
に
直
面
し
た
と
き
、
そ
れ
を
マ
イ
ナ
ス

の
ま
ま
に
す
る
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
に

切
り
替
え
ら
れ
る
心
の
強
い
人
間
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
き

ち
ん
と
し
た
食
生
活
を
心
掛
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
辛
い
こ
と
が

起
き
た
と
き
に
そ
れ
を
乗
り
切
る
力
に
な

る
は
ず
で
す
か
ら
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
料
理
く
ら
い
は
出
来
る
よ
う

に
な
ら
な
い
と
、
家
庭
で
の
居
場
所
が
な

く
な
り
ま
す
よ
」
と
会
場
の
男
性
た
ち
に

ア
ド
バ
イ
ス
。
心
当
た
り
の
あ
る
男
性
に

は
耳
の
痛
い
話
で
し
た
が
、
講
演
は
和
や

か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
終
了
し
ま
し
た
。

常
磐
大
学
同
窓
会
設
立
二
〇
周
年
記
念
講
演
会
開
催

実
母
の
介
護
体
験
か
ら
語
る

健
康
に
生
き
る
た
め
の
食
生
活

（1）

東
京
生
ま
れ
。
初
等
科
か
ら
高
等

科
ま
で
学
習
院
に
学
ぶ
。
上
智
大

学
卒
業
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
や
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
に

出
演
。
著
書
は
『
愛
す
る
こ
と　

愛
さ
れ
る
こ
と
』
ほ
か
多
数
。
俳

優
・
映
画
監
督
の
奥
田
瑛
二
氏
と

結
婚
し
、現
在
は
二
人
の
娘
の
母
。

PROFILE
安あ
ん
ど
う藤　

和か

津づ

設立20周年記念講演会講師 安藤和津さん

同窓会設立20周年記念号



　

二
〇
〇
七
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総

会
、
記
念
講
演
会
お
よ
び
懇
談
会
が
、
六

月
十
六
日
（
土
）
に
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
約
一
〇
〇
名
の
卒
業
生
が
一

堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
池
田
正
則
会
長
（
第
一
期
卒
）

が
「
こ
の
二
〇
年
で
大
き
く
環
境
が
変
わ

り
、
大
学
運
営
も
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て

大
学
運
営
に
少
し
で
も
協
力
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
挨

拶
さ
れ
、
続
い
て
議
長
指
名
、
議
事
へ
と

進
行
し
、
事
業
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、

入
会
状
況
報
告
、
役
員
の
選
任
報
告
、
そ

し
て
常
磐
大
学
同
窓
会
支
部
の
設
立
に
関

す
る
細
則
の
整
備
に
つ
い
て
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
議
事
の
決
議
で
は
、
常
磐

大
学
同
窓
会
会
則
の
改
正
、
常
磐
大
学
同

窓
会
設
立
二
〇
周
年
記
念
事
業
、
事
業
計

画
案
、
予
算
案
に
係
る
同
意
が
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
、
議
事
は
終
了
、
総
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
顧
問
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
学
部
学
部
長
の
伊
佐
山
忠
志
先

生
に
、「
地
域
に
密
着
し
た
大
学
と
し
て

発
展
す
る
た
め
に
は
、
卒
業
生
の
皆
様
の

ご
協
力
と
ご
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
と
も
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
誉
会
長
の
髙
木
勇
夫
学
長
か

ら「
常
磐
大
学
が
一
九
八
三
年
に
誕
生
し
、

第
一
期
の
卒
業
生
が
学
巣
を
巣
立
っ
て
以

来
、
本
年
で
二
〇
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
九
，一
五
〇
名
の
卒
業
生
を
社
会

に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元

に
密
着
し
た
大
学
と
し
て
、
地
域
や
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
社
会
に

送
り
出
し
た
い
の
で
、
卒
業
生
の
皆
様
の

ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
柄
澤
行
雄
先
生
、
渡
部
茂
己
先

生
、
依
田
泉
先
生
、
井
上
繁
先
生
、
横
須

賀
徹
先
生
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

齊
藤
久
展
副
会
長
（
第
一
期
卒
）
の
発

声
で
乾
杯
し
た
後
、
二
〇
年
を
振
り
返
る

映
像
が
流
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
の
学
園
祭

や
体
育
祭
な
ど
の
映
像
に
映
っ
て
い
る
当

時
の
仲
間
の
様
子
に
一
喜
一
憂
し
、
大
い

に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
西
野
光

範
副
会
長
（
第
二
期
卒
）
の
三
本
締
め
に

て
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

人
間
科
学
部
十
八
期　

梶　

正
憲
さ
ん

「
初
め
て
参
加
し
た
が
、
知
り
合
い
と
も

会
え
た
の
で
よ
か
っ
た
」

人
間
科
学
部
一
〇
期　

秋
山  

準
人
さ
ん

「
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
同
窓
会
が
盛
り

あ
が
っ
て
い
く
よ
う
同
窓
会
の
皆
様
、
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

人
間
科
学
部
一
〇
期　

手
島  

弘
之
さ
ん

「
同
窓
会
館
の
館
長
を
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
館
は
無
料
で
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ク
ラ
ス
会
や
学
年
の
同

窓
会
等
で
使
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
見
て
い
た
だ
い
て
、
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

の
年

1
9
8
3
年

1
9
8
7
年

1
9
8
8
年

1
9
8
9
年

1
9
9
0
年

1
9
9
1
年

1
9
9
3
年

1
9
9
5
年

　　　
1
9
9
6
年

1
9
9
8
年

1
9
9
9
年

　
2
0
0
0
年

　　
2
0
0
1
年　

開
学
（
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
，

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）

常
磐
大
学
同
窓
会
設
立

第
１
期
生
卒
業
（
1
8
4
名
）

国
鉄
分
割
・
民
営
化

「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」（「
新
語
・
流
行

　
　

語
大
賞
」
よ
り
、
以
下
同
じ
）

人
間
科
学
部
に
組
織
管
理
学
科
増
設

瀬
戸
大
橋
開
通

昭
和
天
皇
没　

皇
太
子
明
仁
即
位　
「
平
成
」
と
改
元

「
ア
ッ
シ
ー
く
ん
」

「
バ
ブ
ル
経
済
」

湾
岸
戦
争

J
リ
ー
グ
開
幕

阪
神
・
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

「
だ
・
よ
・
ね
（
Ｄ
Ａ
・
Ｙ
Ｏ
・
Ｎ
Ｅ
）」

「
ま
、
い
っ
か
（
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
）」

国
際
学
部
設
置
（
国
際
協
力
学
科
，
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
海
村
臨
界
事
故

「
リ
ベ
ン
ジ
」

総
会
・
懇
談
会
・

講
演
会
（
田
崎
真
也
氏
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
設
置

　

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科
，

　
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科
）

L
棟
食
堂
に
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

　

一
式
』
寄
贈

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

　

西　

暦

　

出
来
事
等

　

常
磐
大
学
が
開
学
し
た
の
は
、
1
9
8
3
（
昭
和
58
）
年
。
そ
し
て
、
第

１
期
生
が
卒
業
し
、
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
た
の
が
、
1
9
8
7
（
昭
和
62
）

年
。
今
年
、2
0
0
7（
平
成
19
）年
は
同
窓
会
設
立
20
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

開
学
当
初
は
、
人
間
科
学
部
の
み
の
単
科
大
学
だ
っ
た
常
磐
大
学
も
、
い
ま

や
人
間
科
学
部
、
国
際
学
部
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
の
3
学
部
を
擁
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単
に
20
年
の
歩
み
を
常
磐
大
学
の
変
遷
や
社
会

の
情
勢
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

常
磐
ク
ロ
ニ
ク
ル

常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
談
会
開
催

２００７年度
―

設
立
二
〇
周
年
を
迎
え
て
同
窓
会
支
部
設
立
促
進
へ

○
出
席
者
コ
メ
ン
ト

先生方と人間科学部第 1期卒～ 10期卒の参加者

先生方と、人間科学部第 11期卒～ 21期卒、国際学部卒、コミュニティ振興学
部卒の参加者

（2）
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2006 年度　常磐大学同窓会決算書

収入の部 （単位：円）
項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 15,400,000 15,720,000  △　 320,000 新入会員　770名

事業収入 140,500 140,000 500 総会　会費　出席者　69名 × @2,000 円　

　　　託児室利用料　5名 × @500 円

雑収入 366,364 250,000 116,364 資金運用収入・預金利息　等

小　　計 15,906,864 16,110,000  △　 203,136 

前年度繰越金 75,467,011 75,467,011 0 運用資金 (50,000,000 円 ) 含む

合　　計 91,373,875 91,577,011  △　 203,136 

支出の部 （単位：円）
項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 10,000 20,000 △ 　  10,000 総会託児室アルバイト代

消耗品費支出 85,852 163,000 △ 　  77,148 印刷用紙，総会関係消耗品　等

交通費支出 25,610 115,000 △ 　  89,390 総会来賓・幹事会出席者 ( 学外幹事 )　交通費

慶弔費支出 72,257 100,000 △ 　  27,743 
会員・現職教員・旧教員の逝去に伴う香典，

諸澤みよ記念館竣工記念御祝 ( 生花 )

通信費支出 1,709,475 2,613,000 △ 　903,525 
総会案内・会報・卒業生状況調査等　郵送料

(卒業生状況調査回答の郵送料を含む）

印刷費支出 777,210 814,000 △  　 36,790 総会案内・会報等　印刷費

会議費支出 357,512 517,000  △ 　159,488 総会・幹事会　会議費

渉外費支出 4,080 15,000 △　　10,920 会報原稿執筆謝礼

業務委託費支出 209,143 218,000 △ 　　 8,857 発送物 ( 会報等 ) 袋詰め作業　委託費

雑費支出 1,785 10,000 △ 　　 8,215 振込手数料

支援事業費支出 1,050,000 1,050,000 0 体育館源氏幕寄贈、学園祭援助

小　　計 4,302,924 5,635,000 △  1,332,076 

次年度繰越金 87,070,951 85,942,011 1,128,940 運用資金 (50,000,000 円 ) 含む

合　　計 91,373,875 91,577,011  △ 　203,136 

2007 年度　常磐大学同窓会予算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

会費収入 13,500,000 15,720,000  △　2,220,000 
2007 年度入会者（新
卒 670 名＋既卒 5 名
× 20,000 円）

事業収入 520,000 140,000 380,000 
懇親会会費収入（160
名× 2,000円＋ 40名
× 5,000 円）

雑収入 50,000 250,000  △　  200,000 預金利息等
積立金等運用収入 324,000 0 324,000 

小　　計 14,394,000 16,110,000  △   1,716,000 

前年度繰越金
現預金 37,070,951 75,467,011  △ 38,396,060 

積立金等 50,000,000 0 50,000,000 オリックス㈱社債、日本生命社債
小　　計 87,070,951 75,467,011 11,603,940 
合　　計 101,464,951 91,577,011 9,887,940 

支出の部
項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

人件費支出 20,000 20,000 0 総会補助等

消耗品費支出 156,000 163,000  △　　　7,000 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 115,000 115,000 0 幹事会出席幹事交通費等
慶弔費支出 100,000 100,000 0 慶弔関係

通信費支出 2,624,000 2,613,000 11,000 総会通知、会報送付、支部設立支援等
印刷費支出 1,019,000 814,000 205,000 会報、封筒印刷等

会議費支出 1,230,000 517,000 713,000 総会、幹事会等

渉外費支出 20,000 15,000 5,000 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等
業務委託費支出 245,000 218,000 27,000 発送物袋詰作業等
雑費支出 10,000 10,000 0 振込手数料等

支援事業費支出 1,350,000 1,050,000 300,000 学生支援事業、支部運営補助
報酬手数料支出 1,000,000 0 1,000,000 講演会謝金等

小　　計 7,889,000 5,635,000 2,254,000 

次年度繰越金
現預金 43,575,951 85,942,011  △ 42,366,060 
積立金等 50,000,000 0 50,000,000 オリックス㈱社債、日本生命社債

小　　計 93,575,951 85,942,011 7,633,940 
合　　計 101,464,951 91,577,011 9,887,940 

2006 年度　常磐大学同窓会事業報告
１．２００６年度常磐大学同窓会総会および懇談会の開催
　　　　　 ○開催日：２００６年６月１１日（土）
　　　　　 ○場　所：三の丸ホテル
　　　　　○出席者：６９名
　　　　　○主な議案等：
　　　　　　【報告】２００５年度事業報告、決算報告、入会状況
　　　　　　【議案】２００６年度事業計画、予算案の審議
　　　　　　　※総会終了後、懇談会を開催

２．幹事会の開催
　　　　　○実施時期および主な議案等：　　　
　　　　　　５月　２００５年度事業報告、２００５年度決算について　等
　　　　　１１月　２００６年度総会報告　
　　　　　　　　　学生支援事業報告、設立２０周年記念事業、支部細則について　等
　　　　　　３月　２００７年度事業計画、２００７年度予算について　等

３．学生支援事業
　　　　　１）学園祭への援助金（２００６年１０月）
　　　　　２）記念体育館へのステージ幕一式支出（２００７年２月）

４．会員への大学情報の発信
　　　　　○時　　期：第３号（７月３１日発行）、第４号（１月３１日発行）
　　　　　○内　　容：会報「ときわの風」を発行し、会員へ送付

５．常磐大学同窓会ホームページの維持および管理
　　　　　○時　　期：随時更新
　　　　　○内　　容：総会開催模様の掲載、異動情報受付　等

６．卒業生の個人情報管理
　　　　　○時　　期：随時更新
　　　　　○管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル　等
　　　
７．卒業生状況調査
　　　　　○調査時期：９月
　　　　　○管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

2007 年度　常磐大学同窓会事業計画
１．定期事業計画

月 事　業　内　容

４

５ 幹事会（前年度決算報告、前年度事業報告）

６ 総会・設立２０周年記念講演会

７ 同窓会会報（第５号）発送

８

９

１０
幹事会
学生支援事業（学園祭援助）

１１

１２

１

２ 同窓会会報（第６号）発送

３ 幹事会（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）

２．その他の事業計画
　　　　１）学生支援事業（在学生表彰含）
　　　　２）卒業生の個人情報管理
　　　　３）常磐大学同窓会ホームページ維持・管理
　　　　４）同窓会支部設立促進活動　　　
　　（補足）
　　　　１）同窓会会報には、総会の議決内容・報告内容を掲載する。
　　　　２）単年度名簿の発行は、個人情報保護法の完全施行に伴い見合わせる。

常磐大学同窓会支部細則
制定　2007 年 5月 26日　幹事会

（目的） 
第１条　この細則は、常磐大学同窓会会則（以下、会則）第２１条に定める支部に関して必要な事項を定める。

（単位）
第２条　支部は次の単位とする。
　　　　１．都道府県
　　　　２．卒業年度
　　　　３．ゼミナール
　　　　４．サークル
　　　　５．その他、幹事会が認めたもの

（構成員）
第３条　支部は会員20名以上をもって組織する。ただし、前条第1号については、10名以上をもって組織することを認める。
　　②　支部には、支部長および副支部長を置く。

（申請）
第４条　支部の設立にあたっては、次の書類を事務局に提出するものとする。
　　　　１．支部設立願
　　　　２．支部員名簿
　　　　３．支部規程
　　　　４．支部事業計画
　　　　５．その他、幹事会が必要と認める書類
　　②　前項第１号から第３号について変更した場合は、すみやかに事務局へ報告しなければならない。

（設立審査）
第５条　支部の設立にあたっては、前条で定める提出資料を基に事務局にて審査を行い、幹事会で承認を得るものとする。
　　②　前項の幹事会承認日をもって、支部の設立とする。

（活動報告）
第６条　支部は、次の書類を事務局に提出しなければならない。提出時期は毎年４月末日までとする。
　　　　１．当年度事業計画書
　　　　２．前年度事業報告書
　　　　３．その他、幹事会が必要と認める書類

（解散）
第７条　支部が解散しようとする場合には、次の書類を事務局に提出し、幹事会の承認を得るものとする。
　　　　１．解散届
　　　　２．解散理由書
　　②　支部の活動が次の事項に該当する場合、幹事会は、その支部を解散させることができる。
　　　　１．本細則に定める事項が遵守されていないと認められる場合
　　　　２．常磐大学同窓会の名誉を著しく傷つけた場合
　　③　本条第 1項および第 2項の幹事会承認日をもって、支部解散とする。

（経費補助）
第８条　支部の設立および運営にあたり、必要な経費が生じる場合には、経費補助として、補助金を受け取ることができる。
　　②　補助金は、当該年度の予算範囲内において、１支部あたり 50,000 円を上限とする。
　　③　経費補助を受けた場合は、会計報告書および幹事会が必要と認める書類を提出しなければならない。提出時期
　　　　は毎年４月末日までとする。

（経費補助申請）
第９条　支部設立にあたって、経費補助を受けるときは、第４条に規定する申請の際に、次の各号の書類を提出するものとする。
　　　　１．必要経費申請書
　　　　２．見積書
　　　　３．その他、幹事会が必要と認める書類
　　②　支部運営にあたって、経費補助を受けるときは、前項各号の書類を、補助金を受けようとする前年度の１２月
　　　　１５日までに、事務局に提出するものとする。

（経費補助審査）
第 10条　経費補助にあたっては、前条で定める提出資料を基に事務局にて審査を行い、幹事会で承認を得るものとする。
　　②　前項で承認された経費補助の支給は、原則として毎年４月末日までとする。ただし、幹事会が認めた場合には
　　　　これを変更することができる。

（補助金の返還）
第 11条　補助金の使途が次の事項に該当する場合、幹事会は、支部長と協議の上、補助金の一部あるいは全部を返還さ
　　　　せることがある。
　　　　１． 申請した目的以外に、使用したと認められる場合
　　　　２． 補助金の執行が申請内容と著しく異なると認められる場合
　　　　３． その他、幹事会により返還の必要があると認められる場合

附則　　１．この細則の改廃には、幹事会出席者の３分の２以上の同意を必要とする。
　　　　２．この細則は 2007 年 6月 16日より施行する。
　　　　３．2007 年度に運営経費補助を受けようとする場合、第 9条第 2項に規定する提出期限については、事務局
　　　　　　と協議の上決定する。

常磐大学同窓会設立 20周年記念事業

１．常磐大学同窓会設立 20 周年記念講演会
実施内容：2007 年度総会にあわせ設立 20周年を記念した講演会を実施
対  象  者：会員及び非会員（同窓会総会・懇談会出席者）
実施目的 ：著名人の講演会を開催し、総会・懇談会へのより多くの同窓生の出席を促   
　　　　　し、同窓生相互の親睦・交流の場を提供するとともに、非会員への入会促
　　　　　進を図る。 

２． 在学生表彰 ( 例：同窓会長賞 ) の創設
実施内容：本会より母校へ在学生向け表彰（例：同窓会長賞）の創設について働きか
　　　　　けを行い、創設された場合、その副賞の資金として、本会より寄付を行う。
　　　　　（詳細については、母校と検討の上決定）
対  象  者：在学生のうち、学業や課外活動等で顕著な成績や成果をあげた個人または
　　　　　団体
実施目的：在学中の諸活動で、顕著な成績や成果を上げた個人や団体に対して賞を授
　　　　　与することにより、在学生の諸活動の活性化を支援し、本会及び本会の活
　　　　　動に対する認知度、理解度の向上を図る。

３．常磐大学同窓会支部設立促進活動
実施内容：支部設立に関する細則の整備および支援
対  象  者：会　員
実施目的：支部設立を促進し、会員相互の交流の活性化を図ることにより、本会並び
　　　　　に母校の更なる発展に寄与する。
実施期間：2007 年度より 3年間
特　　典：上記期間については支部設立支援として、細則に定める経費補助の他、　
　　　　　３万円を上限とする設立案内状等の発送業務代行を行う。（発起人が指定
　　　　　する会員への、案内状の印刷・発送・封筒の費用を負担し作業を代行する。
　　　　　個人データの提供は行わない。）

　2006 年度学生支援事業の一環として、Ｃ棟記念体育館
に源氏幕を寄贈（購入資金一部援助）しました。今後とも
学生のための有効な支援事業を行っていこうと思います。

（3）
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で
何
か
思

い
出
ば
な
し
と
も
考
え
た
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
私
が
比
較
的
長
く
学
生
諸
君

の
就
職
問
題
に
か
か
わ
っ
て
き
た
こ
と

や
、
ま
た
こ
こ
数
年
、
卒
業
生
の
転
社
・

転
職
・
進
学
相
談
を
受
け
た
り
、
そ
の

成
功
・
失
敗
談
な
ど
を
耳
に
す
る
機
会

が
増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
今
日
は
卒
業

生
に
少
し
関
係
あ
り
そ
う
な
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
は
職
場
の
勤
務
条
件
や
人
間

関
係
に
満
足
し
て
い
る
人
が
三
割
程
度

で
、
そ
の
う
ち
七
、八
割
の
人
が
一
度

は
転
社
・
転
職
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り

実
際
増
え
て
い
る
と
い
う
。
恐
ら
く
こ

の
背
景
に
は
、
団
塊
世
代
の
退
職
や
少

子
化
の
影
響
に
加
え
、
景
気
回
復
に
と

も
な
う
即
戦
力
と
し
て
の
人
材
の
採
用

が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
は
転

職
専
門
会
社
の
設
立
や
転
職
サ
イ
ト
の

充
実
な
ど
、
支
援
体
制
が
整
っ
て
き
た

こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

実
は
、
か
く
云
う
私
自
身
過
去
に
二

度
の
転
職
経
験
が
あ
る
の
で
す
が
、
偶

に
授
業
で
こ
の
は
な
し
を
す
る
と
学
生

諸
君
は
講
義
以
上
に
（
？
）
真
剣
に

聴
き
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
く
ま

で
将
来
の
参
考
ま
で
に
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
学
生
諸
君
は
自
身
の
就
活

は
ま
だ
な
の
に
こ
の
手
の
は
な
し
に
は

興
味
が
あ
る
ら
し
い
の
で
す
。

　

私
の
場
合
、
銀
行
勤
務
、
大
学
院
生
、

経
済
研
究
所
、
そ
し
て
常
磐
大
学
と
身

分
や
籍
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
銀
行
を

退
職
す
る
に
際
し
て
は
特
に
不
満
が

あ
っ
た
訳
で

は
な
く
、
む

し
ろ
自
分
に

は
合
っ
て
い

る
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。

た
だ
、
学
生

時
代
ゼ
ミ
で

専
攻
し
た
国

際
経
済
学
に

は
い
さ
さ
か
や
り
残
し
た
と
の
想
い
が

あ
り
ま
し
た
。
結
局
こ
の
想
い
が
引
き

金
に
な
り
銀
行
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

も
し
、
同
窓
生
の
中
に
転
職
を
お
考

え
の
方
が
お
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
私
の

経
験
や
見
聞
し
た
成
功
談
な
ど
か
ら
云

え
る
こ
と
は
、
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
、

決
断
し
た
以
上
は
自
分
の
行
動
に
責
任

を
も
ち
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（4）

体
育
会
活
動
報
告（
秋
季
）

体
育
会
活
動
報
告（
秋
季
）

２００6
年度

 

■ 
硬
式
野
球
部

部　

長
：
千
葉　

敦　

監　

督
：
石
川　

清
一

部
員
数
：
５３
名
（
大
学
５２
名　

短
大
１
名
）

○
関
甲
新
学
生
野
球　

　

秋
季
リ
ー
グ
戦
１
部
（
３
部
中
１
部
）

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

３　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

３ 

─ 

６　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

０ 

─ 

１　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

１０ 

─ 

７　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

５ 

─ 

１５　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

２ 

─ 

６　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

０ 

─ 

４　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

３ 

─ 

１　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

２ 

─ 

１２　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

３ 

─ 

７　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

０  

─ 

２　

山
梨
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

３　

山
梨
学
院
大
学    

　

２
勝
１０
敗　

６
位

入
れ
替
え
戦

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

２　

関
東
学
園
大
学

MESSAGE

変
わ
る
転
社
・
転
職
観

国際学部
国際関係学科教授

粕谷　雄二
明治大学大学院政治経済学研究科
経済学専攻博士課程単位取得満期
退学。
学位：経済学修士。
専門：国際経済学、開発経済学。

　

常
磐
大
学　

３  

─ 

０　

関
東
学
園
大
学

　

常
磐
大
学　

３ 

─ 

２　

関
東
学
園
大
学

　

２
勝
１
敗　

１
部
リ
ー
グ
残
留

 

■ 

剣
道
部

部　

長
：
小
澤　

聡　

部
員
数
：
男
子
１６
名

　
　
　

：
女
子
１２
名（
大
学
２５
名　

短
大
３
名
）

○
第
５５
回　

関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会

一
回
戦 

 
 

　

　

常
磐
大
学　

６  

─ 

１　

淑
徳
大
学

二
回
戦
（
全
国
大
会
出
場
決
定
戦
） 

　

常
磐
大
学　

０  

─ 

２　

帝
京
大
学

○
第
３２
回　

関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

一
回
戦 

 
 

　

　

常
磐
大
学　

３  
─ 
０　

東
京
理
科
大
学

二
回
戦 

 
 

　

　

常
磐
大
学　

０  

─ 

４　

青
山
学
院
大
学

○
第
５２
回　

関
東
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

一
回
戦　

シ
ー
ド

二
回
戦 

 
 

　

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

２　

茨
城
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
勝
ち
）

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

４   

日
本
体
育
大
学

○
第
７
回　

関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大

会一
回
戦　

シ
ー
ド

二
回
戦　
　

                

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

１　

帝
京
大
学

三
回
戦　
　
　
　

 
 

　

　

常
磐
大
学　

０  

─ 

５　

法
政
大
学

 

■ 

弓
道
部

部　

長
：
佐
藤　

環

部
員
数
：
１５
名
（
大
学
１３
名　

短
大
２
名
）

○
平
成
１８
年　

秋
季
リ
ー
グ
戦

男
子　

１
部
（
３
部
中
１
部
）

　

常
磐
大
学　

７８ 

─ 

１０６　

 

宇
都
宮
大
学

　

常
磐
大
学　

８６  

─ 

１１４ 　

茨
城
大
学

　

常
磐
大
学　

７５  

─ 

１２３　

筑
波
大
学

　

常
磐
大
学　

７２  

─ 

８９   

群
馬
大
学

　

０
勝
４
敗　
　
　
　
　

入
れ
替
え
戦

　

常
磐
大
学　

６２  

─ 

９０　

高
崎
経
済
大
学           

　

２
部
降
格　
　
　
　
　

女
子　

２
部
（
２
部
中
２
部
）

　

常
磐
大
学　

３１  

─ 

２７　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

２３  

─ 

２６　

帝
京
大
学
理
工
学
部

　

常
磐
大
学　

３０  

─ 

８　

流
通
経
済
大
学

　

常
磐
大
学　

２５  

─ 

１５ 　
国
際
医
療
福
祉
大
学    

　

３
勝
１
敗  

２
部
残
留

※
上
記
三
部
以
外
に
も
体
育
会
各
部
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
後
に
ご
期
待
下
さ
い
。

ご
結
婚
さ
れ
た
方

堀
口
昌
弘
さ
ん
「
人
間
科
学
部
19
期
」

堀
口
真
由
美
さ
ん

（
旧
姓　

相
良
）
「
人
間
科
学
部
19
期
」

五
十
嵐
早
月
さ
ん

（
旧
姓　

庄
子
）
「
人
間
科
学
部
19
期
」

安
達
祐
介
さ
ん
「
人
間
科
学
部
20
期
」

安
達
智
絵
さ
ん

（
旧
姓　

太
田
）
「
人
間
科
学
部
20
期
」

お
く
や
み

服
部
雅
洋
さ
ん
「
人
間
科
学
部
10
期
」

小
室
洋
輔
さ
ん
「
国
際
学
部
5
期
」

　
　
　

　
　
　

　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
八
日
、
常
磐

大
学
卒
業
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
、

二
〇
〇
九
年
に
迎
え
る
学
校
法
人
常
磐

大
学
開
学
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
「
諸
澤
み
よ
記
念
館
」
が
開

館
し
ま
し
た
。

　

記
念
館
は
、
創
立
者
で
あ
る
諸
澤
み

よ
先
生
が
晩
年
ま
で
過
ご
さ
れ
た
「
旧

諸
澤
邸
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
瀟
洒
な
二

階
建
て
洋
館
建
築
で
す
。

　

記
念
館
で
は
、
一
、二
階
に
各
々
設

け
ら
れ
た
四
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示

物
を
通
し
て
、
み
よ
先
生
の
業
績
を
顕

彰
し
、
そ
の
精
神
と
生
涯
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
み
よ
先
生
の
生

涯
と
と
も
に
あ
っ
た
常
磐
の
あ
ゆ
み
、

特
色
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

四
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
ラ
ウ
ン
ジ
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ペ
ー
ス
毎
に
雰
囲

気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
先
進
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
使
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
展

　

示
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

施
設
紹
介

　

諸
澤
み
よ
記
念
館

開館時間
　　10:00 ～ 16:00
休 館 日
　　日曜日･祝祭日
　　本学創立記念日
　　夏季･冬季本学一斉休業期間
延床面積
　　71.72 坪 (236.681 ㎡ )
お問合せ
学校法人常磐大学卒業生センター
Tel ＆ Fax 029-231-8162

　

こ
の
会
報
が
同
窓
生
の
手
元
に
届
く
頃

に
は
、
梅
雨
も
明
け
、
今
年
か
ら
新
設
さ

れ
た
「
猛
暑
日
」
が
続
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
気
が
つ
け
ば
、
大
学
を
卒
業
し
て
、

す
で
に
五
年
が
過
ぎ
た
。

　

同
窓
会
は
、
今
年
設
立
二
〇
周
年
を
迎

え
、
先
日
、
総
会
・
懇
談
会
と
記
念
講
演

会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

「
と
き
わ
の
風
」
も
４
面
の
拡
大
版
。
同
窓

会
の
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

　

大
学
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
在
学
生
が
、「
と

き
わ
祭
」
の
準
備
を
は
じ
め
て
い
る
。
同

窓
生
の
皆
さ
ん
、
現
在
の
学
生
の
様
子
や
、

キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
に
、
お
友
達
を
誘
っ
て

「
と
き
わ
祭
」（　
　
　
　
　
　

 

）
に
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
久
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上
8
0
0
字
程
度
で
お
願

い
し
ま
す
。）
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝
で
す
が
、「
Q
U
O
カ
ー
ド
」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

[

送
付
先]　

〒
三
一
〇
‐
八
五
八
五　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

ま
た
は
、dosokai@

tokiw
a.ac.jp

【

掲

載

文

募

集

】

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団 

同
奏
会
２
０
０
７

同
奏
会
２
０
０
７ 

開
催
！

開
催
！

常磐大学吹奏楽団のOB会である「ＴＯ
ＫＩＷＡおんぷの会」では、来る 11月
に、卒業生による演奏会を開催します。
吹奏楽団卒業生の「同窓会のような演奏
会」を開催し、常磐大学同窓会の活動の
一翼をになうことができればと、現在、
練習に励んでいるところです。題して、
同奏会２００７、ぜひご来場ください !!

■日　時　　
２００７年１１月２３日（金・祝）　
１４：００開演 （13:30 開場）
 
■会　場　　
ひたちなか市文化会館　大ホール　
［入場無料］
茨城県ひたちなか市青葉町 1-1　　　
℡ .029-275-1122
■お問い合わせ　　
ＴＯＫＩＷＡおんぷの会 事務局  
℡ .029-276-0631（平塚）

☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

先生

瀬
下
真
由
美
さ
ん

（
旧
姓　

平
塚
）
「
人
間
科
学
部
14
期
」

菊
地
麻
里
さ
ん

（
旧
姓　

宮
野
）
「
人
間
科
学
部
14
期
」

菊
地
秀
和
さ
ん
「
人
間
科
学
部
16
期
」

❹ 

10
／27（
土
）・
10
／28（
日
）

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団 

同
奏
会
２
０
０
７ 

開
催
！


